
2019（令和元）年7月20日く　　る　　は　　ら（1）第　56　号　

2019（令和元）年7月20日

第　56　号
来原地区コミュニティ
づくり連絡協議会
広 報 部

発行

編集

伝統を しっかり受け継ぐ 来原っ子

笑顔咲け! 心に響く みんなの思い



2019（令和元）年７月20日（2）く　　る　　は　　ら第　56　号　2019（令和元）年７月20日く　　る　　は　　ら（3）第　56　号　

― 

来
原
地
域
の
皆
様
へ 

―

来
原
コ
連
協
会
長

秋
　
國
　
　
満

　

来
原
地
域
の
皆
様
、お
元
気
で
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？

　

田
植
え
も
終
わ
り
一
安
心
さ
れ
て
い
る

事
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
雨
が
少
な
く
水
不
足
が
大
変
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
コ
連
協
の
行
事

や
事
業
な
ど
に
ご
支
援
、ご
協
力
を
し
て
い

た
だ
き
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、皆
様
も
す
で
に
ご
存
知
の
と
お
り
、

地
域
の
宝
で
あ
る
来
原
小
学
校
が
令
和
二

年
三
月
末
を
も
っ
て
、百
四
十
八
年
の
長
い

歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、統
合
準
備
委
員
会
や
閉
校
記
念
事
業
実

行
委
員
会
な
ど
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
連
協
と
し
ま

し
て
も
、地
域
住
民
の
皆
様
の
声
を
聴
き
な

が
ら
、閉
校
記
念
事
業
や
来
小
の
跡
地
問
題

な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
来
原
地
域
を
考
え
る
時
、コ

連
協
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
変
に
な
っ
て

く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
来
原
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、役
員

一
同
今
後
と
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
は「
令
和
」の
始
ま
り
の
年
で
す
。
近
年
で
は
人
口
減
少
や
少

子
化
が
急
速
に
進
み
、
若
い
世
代
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
実

感
と
共
に
、人
々
の
地
域
活
動
へ
の
関
心
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
危
機
感
を
感
じ
ま
す
。
今
年
は
来
原
小
学
校
最
後
の

年
。
来
年
四
月
か
ら
ど
う
す
る
か
？
私
た
ち
が
真
剣
に
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
将
来
に
向

け
て
話
し
合
い
、共
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
形
で
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
の
コ
連
協
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

副
会
長
と
し
て
真
摯
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
会
長

森 

光 

幸 

恵 

さ
ん

副
会
長

髙 

橋 

治 

喜 
さ
ん

副
会
長

猪 

掛 

公 

詩 

さ
ん

　

こ
の
度
、女
性
部
長
に
な
り
ま
し

た
森
光
で
す
。
と
同
時
に
、コ
連
協

の
副
会
長
と
い
う
大
役
も
引
き
受

け
る
事
を
知
り
、大
変
驚
い
て
い
ま

す
。

　

何
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
引
き

受
け
て
し
ま
い
、役
員
の
皆
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
の
で
は
と

思
い
ま
す
が
、先
輩
役
員
の
助
言
を

頂
き
な
が
ら
、頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
来
女
木
ひ
ま
わ

り
会
か
ら
コ
連
協
副
会
長

を
お
受
け
し
ま
し
た
髙
橋
で

す
。
役
員
の
皆
様
、
地
域
の

皆
様
と
と
も
に
来
原
の
よ
き

伝
統
と
文
化
を
守
り
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
べ
く
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

来原地区コミュニティづくり連絡協議会の令和元年度総会から
　

来
原
コ
連
協
の
令
和
元
年
度
総
会
を
去
る
五
月
十
五

日（
水
）、十
九
時
三
十
分
か
ら
来
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
総
会
に
先
立
ち
、
市
の
施
策
で
あ
る「
生
活

支
援
員
制
度
」に
つ
い
て
市
健
康
長
寿
課
の
中
野
課
長
か

ら
説
明
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
総
会
に
入
り
、
平
成
三
十

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計

画（
案
）・
予
算（
案
）が
示
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
事
業
計
画（
案
）
で
は
、
来
原
小
学
校
が
統
合
に

よ
っ
て
閉
校
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
を
中
心
と
し
た

「
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
閉
校
に

伴
っ
て
閉
校
記
念
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提

案
し
、ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
予
算（
案
）で
は
、来
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
経
費
が
市
か
ら
の
指
定
管
理
委
託
料
だ
け

で
は
賄
え
ず
、特
に
こ
の
こ
と
が
コ
連
協
全
体
の
財
政
を

年
々
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、主
要
に
は
次
の
こ
と
に

つ
い
て
提
案
し
、ご
承
認
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

①
「
一
般
会
計
」
と
「
福
祉
基
金
会
計
」
二
つ
の
会
計
を

「
一
般
会
計
」
と
「
来
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施

設
管
理
会
計
」に
整
理
し
、
特
に
施
設
管
理
に
要
す
る

経
費
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
管
理
の
適

正
化
を
図
っ
て
い
く
。

②
来
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
使
用
料
に
つ

い
て
、
地
元
の
団
体
等
に
つ
い
て
は
全
額
免
除
と
し

て
い
た
が
、
原
則
全
て
の
団
体
か
ら
施
設
使
用
料
を

徴
収
す
る
。

③
子
ど
も
会
等
へ
の
団
体
助
成
予
算
を
減
額
す
る
。

　

施
設
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
ご

負
担
い
た
だ
く
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、な
に
と
ぞ
ご
理

解
い
た
だ
き
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「生活支援員制度」（高齢者の見守り）の
取り組みを始めます。

ー 暮らしやすい  くるはら地域を  目指して ー

　「生活支援員制度」とは、独
ひと

りでも孤立させない地域づくりを目指して、地域が力を合わせて、
負担にならない範囲で、気にかけ、声掛け、訪問して見守りをしていく活動で、安芸高田市
が進めている高齢者の見守り活動です。
　来原地区コミュニティづくり連絡協議会では、この制度が来原地区でも実施できるよう本年４
月１日付けで安芸高田市と協定を締結しました。
　
１．なぜ、見守り活動が必要なの？
皆さんの地域で、気になる高齢者の人はいらっしゃいませんか？
日常的なお付き合いから、「ちょっとした変化」に気づきます。
「ちょっとした変化」は、認知症や虐待、介護疲れ、消費者被害などのサインかも…？
ご本人や家族は、限界まで、ぎりぎりまでがんばって、深刻な状況になっている場合がありま
す。「早めに気づき」「専門的な支援につなぐ」ことが大切です。

２．見守りが必要な人はどんな人？
「孤立のおそれがある人」や、「病気や障害などにより生活に不自由を抱えている人」で、ひとり
暮らしで、普段から近所付き合いがない人や、最近、あまり顔を見ない人のことです。
※原則、高齢者や障害者で、本人・家族から申し出があり、本人の同意がある人

３．見守り活動はひとりでするの？
◆見守り支援者（生活支援員）だけでなく、地域の人、民生委員児童委員及び市役所等が連携し
て行います。

４．見守りの方法は？
◆2週間に1回程度の訪問による見守り
◆1週間に2回程度の電話や室灯の確認、カーテンの開閉確認、郵便ポストの状況確認、外出姿
の確認等の「ゆるやかな見守り」

― 見守り活動の4つの注意点 ―
① 無理せず　② 気長に　③ 抱え込まず　④ プライバシーに配慮

５．見守り活動の報告は？
◆見守り支援者（生活支援員）は、1か月ごとに「活動報告書」に必要事項を記入して市役所に提
出をお願いします。
◆市役所は関係する機関と連携して適切な支援サービスを提供する体制を作ります。

６．見守り活動を始めるには？
◆ご近所やお住まいの行政区内に「見守りを希望される方」あるいは「見守りをした方がよいと
思われる方」がおられましたら、お近くのコ連協役員にご相談ください。

ご近所同士の「つながり」は、閉じこもり予防につながります。
支援が必要になる前の元気な時から、気にかけ、気にかけられる関係を作りましょう。
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□
が
つ
く
る
□
の
学
校
　
来
原
小
学
校

安芸高田市立くるはら保育園 園長 岡 野  真寿美
　４月より、くるはら保育園に異動して参りました岡野真寿美です。ご縁あっ
て11年ぶりに、地元のくるはら保育園に勤務させていただくことになりまし
た。微力ですが、どうぞよろしくお願いいたします。

　さて、くるはら保育園では、年間をとおして「げんきな子」「がんばる子」「やさしい子」という３
つの理想とする子ども像を掲げ日々の保育にあたっています。自然豊かで地域の方々の愛情を感
じられる、この来原の地で保育が行えることに感謝しつつ、様々な活動に取り組んでいます。心身
ともに健やかな身体づくり、何にでも挑戦してみようとする意欲、自分のこともお友だちのことも
大切にするやさしい気持ちを育んでいけるよう、来原地域の皆様のお力添えをいただきながら保
育をすすめて参りますので、これまで同様のご支援、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

原田駐在所より

来原郵便局より

　

平
素
よ
り
警
察
業
務
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
引
き
続
き
原
田
駐
在
所
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

く
丸
野　

健た
け
る

で
す
。
現
在
は
妻
と
、
昨
年
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
長
男
と
三
人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
一
年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
来
原
地

区
は
事
件
・
事
故
が
少
な
く
、
住
民
の
方
々
も
良
心
的
な
方

ば
か
り
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
の
防
犯
意
識
の
高
さ
や
交
通
マ
ナ
ー
の
良
さ

に
よ
り
、昨
年
、来
原
地
区
で
は
特
殊
詐
欺
被
害
・
交
通
死
亡

事
故
と
も
に
発
生
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
継
続
さ
せ
る
た
め
、
そ
し
て
他
の
事
件
・
事

故
に
つ
い
て
も
抑
止
す
る
た
め
積
極
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
巡
回
連
絡
で
伺
っ
た
際
は
皆
様
と
意
見
交
換
等
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

平
素
よ
り
郵
便
局
運
営
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
来
原

郵
便
局
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

私
は
局
長
の
竹
廣
陽
介
で
す
。

父
親
が
郵
便
局
員
と
い
う
家
庭
に

育
ち
、
大
学
卒
業
後
、
美
土
里
町

の
横
田
郵
便
局
に
採
用
と
な
り
ま

し
た
。
来
原
郵
便
局
に
来
て
早
い

も
の
で
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
窓
口
業
務
を
担
当
す

る
の
が
三
宅
芳
弘
と
宮
本
百
合
花

で
す
。

　

三
宅
主
任
は
こ
の
春
に
小
田
郵

便
局
か
ら
転
勤
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
出
身
は
向
原
町
で
三
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　

二
人
と
も
住
ま
い
は
安
芸
高
田
市
で
す
の
で
、
街
で
見
か
け
た
ら
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

窓
口
で
の
温
か
い
皆
様
と
の
お
話
が
何
よ
り
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

以
上
の
三
名
で
郵
便
局
の
仕
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

来
原
地
区
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、今
後
と
も
来
原
郵
便
局
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

げんきな子
がんばる子
やさしい子

　

□
の
中
に
入
る
言
葉
を
子
供
に
尋
ね
ま
し
た
。
子
供
達
か
ら

「
み
ん
な
」と
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
で
す
、み
ん
な
と
い
う
言

葉
が
入
り
ま
す
。

　
「
み
ん
な
が
つ
く
る　

み
ん
な
の
学
校　

来
原
小
学
校
」で
す
。

　

で
は
、「
み
ん
な
と
は
誰
の
こ
と
？
」
と
さ
ら
に
尋
ね
る
と
、「
自

分
た
ち
」「
先
生
」「
地
域
の
人
」「
家
族
」と
、
子
供
達
の
真
っ
直
ぐ

な
ま
な
ざ
し
が
応
え
ま
す
。　

　

来
原
小
学
校
の
自
慢
に
「
伝
統
」「
挨
拶
」「
学
び
合
い
」「
や
る

気
」「
来
原
魂
」が
あ
る
と
子
供
達
が
考
え
ま
し
た
。
そ
の
自
慢
を

「
自
分
た
ち
は
、ど
う
つ
く
っ
て
い
る
の
か
」に
つ
い
て
縦
割
り
班

ご
と
に
六
年
生
が
リ
ー
ド
し
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
子
供
達
は「
地
域
の
人
と
助
け
合
っ
て
」「
前
の
学
年

が
し
て
い
た
こ
と
を
次
に
つ
な
げ
て
」「
協
力
し
て
」「
み
ん
な
が

元
気
が
で
る
よ
う
に
」つ
く
っ
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
、
地
域
の
中
の
学
校
と
し
て
来
原
小
学
校
を
思
い
、

そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
毎
日
の
生

活
の
中
で
具
現
化
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
に
つ
な
が
る
学
び
の
場
が
開
校
し
て
か
ら
百
四
十
八
年

に
わ
た
り
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
の
方
の
学
校
を
思

う
気
持
ち
が
、
子
供
達
に
も
確
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
た
学
び
の
時
間
で
し
た
。

　

本
年
度
は
来
原
小
学
校
と
し
て
最
後
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、「
安
芸
高
田
協
育
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
故ふ
る
さ
と郷
を
想
い

夢
と
志
に
向
け
て　

と
も
に
学
び
続
け
る
人
づ
く
り
」
に
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム

編
集
後
記

　

広
報
く
る
は
ら
第
五
十
六
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
号
か
ら
年
一
回
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
コ
連
協
の
行
事

も
変
わ
っ
て
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
コ
連
協
広
報
部
で
は
来
原
地
域
の
身

近
な
話
題
を
載
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
色
々
な
情
報
、
記
事
や
写
真

の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｎ
）

○
ゴ
ミ
・
吸
殻
は
利
用
者
の
責
任
で
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
エ
ア
コ
ン
・
照
明
は
消
し
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
確
認
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▼
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
利
用
者
の
皆
様
へ

☆
コ
連
協
等
行
事
予
定

８
月
４
日（
日
）ラ
ジ
オ
体
操
朝
の
集
い

　
　
　
　

６
：
30
～　

来
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
原
田
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
女
木
公
民
館（
来
女
木
）

８
月
７
日（
水
）平
和
の
灯
の
集
い
～
矢
川
光
則
さ
ん
被
爆
ピ
ア
ノ
演
奏
会

　
　
　
　

17
：
00
～　

た
か
み
や
湯
の
森
・
ホ
ー
ル

９
月
７
日（
土
）高
宮
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
運
動
会

９
月
22
日（
日
）来
原
小
学
校
と
し
て
の
最
後
の
運
動
会

10
月
５
日（
土
）く
る
は
ら
保
育
園
わ
ん
ぱ
く
運
動
会

10
月
13
日（
日
）敬
老
会

10
月
20
日（
日
）第
37
回
た
か
み
や
大
地
の
祭
り

11
月
中
旬　
　

福
祉
弁
当
高
齢
者
訪
問

11
月
下
旬　
　

原
田
神
楽
団
太
刀
納
め
・
原
田
客
祭
り

11
月
23
日（
土
）来
女
木
客
祭
り

2019年度　来原地区コミュニティづくり連絡協議会役員名簿
行政区名 推進委員 女性部連絡員 色別理事 顧　問 執行部

原

田

赤

すだれ 18 米田　文夫 山縣久美子 山縣由美子 中川　雅彦 顧 問

〃

〃

秋田　雅朝 会　長 秋國　　満
切田 8 上田　英明 末田　美穂 荒川　　裕 塚本　　近

副会長

猪掛　公詩
深渡 10 岩見　　宏 岩見千鶴子 山縣久美子 山根　温子 髙橋　治喜
中原 7 田村　幸則 山縣由美子 〃 高松　昌子 森光　幸恵

上沖城 13 小川　和幸 小川　和美 本多小夜子 〃 平野　弘則 総務部長 岩崎　　猛

緑

下沖城 28 遠野　一基 有松千代子 遠野　優子 上野　　将 グループ理事 部　員

上　城 21 加古山和幸 加古山芳野 有間　順子 遠野　一基 来女木
ひまわり会

〃
〃
〃

秋國　　満 福祉厚生部長 住田コズエ

土居谷 16 上野　　将 高橋タカ子 遠野　千穂
有松千代子 岩崎　　猛 部　員

加古山芳野 津山　　寛 体育部長 信藤　　清

黄

宍戸城 11 猪掛　公詩 猪掛　俊子 猪掛　洋子 菅原　正義 森光　幸恵 部　員

細河内 11 丸山　和輝 稲田　由希 菅原希和恵 倉谷　昌司 原田カラス

〃

〃

〃

猪掛　公詩 青少年育成部長 佐竹　正充
後岡城 29 菅原　正義 菅原見千枝 川森　純子 稲田　由希 中川　雅彦 部　員

日南側 16 倉谷　昌司 倉谷　元巳 吉岡　美紀 倉谷　元巳 猪掛　生詩 文化部長 上野　一彦

白

東　城 25 山根　温子 津島　明江 竹内　晶子 清水　成美 小早川　章 部　員

上仁王丸 11 塚本　　近
山田しのぶ

山根　温子 来女木子ども会 児玉　叔将 環境保全部長 中崎　克則
山　田 8 清水　成美 津島　明江 原田子ども会 丸山　和輝 部　員

下仁王丸 12 今田　和哉 佐々木英子 佐々木英子 来原小学校PTA 佐竹　正充 広報部長 山根　温子
柆原　1 7 木村　次夫

佐々木真由美
高宮中学校PTA 中村　克久

部　員

中川　雅彦
柆原　2 3 戸田　敏昭 社会福祉協議会

民生委員協議会 住田コズエ 川森　博継

来

女

木

紫

茂　谷 28 岡田　雅彦 児玉　克恵 信藤　　清 老人会

〃
猪掛　信幸 中土居博臣

仲仙道 16 信藤　　清 木原　洋子 高橋　治喜 ― 津山　　寛
後　迫 13 中村　輝之 中村　富子 中村　富子 ＪＡ 中崎　克則

監　事
荒川　　裕

行　田 5 南　　忠信 神楽団

〃
塚本　　近 伊藤　良治

茶

宮野・常広 28 上川　真司 出張　政枝 森光　幸恵 新庄　勇二 吉岡　　琢

事務局・
会計

高下　正晴
宮　迫 22 秋國　　満 山口　国江 宮本　千幸 伊藤　良治 原田はやし田

保存会 上野　一彦 岩見　孝志
向　原 23 新庄　勇二 岩岡千代子 森光　幸恵 消防団

〃
中川　雅彦 児玉　　晃

（会計）来女木市 14 伊藤　良治 小田　律子 住吉　主税

合計 26集落

高
宮
地
区
小
学
校
統
合
準
備

委
員
会
の
現
状
に
つ
い
て

　

統
合
準
備
委
員
会
が
発
足
す
る
前
か
ら
来
原
地
域

に
お
け
る
皆
様
に
は
小
学
校
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

そ
し
て
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
来
原
小
学
校
の
閉
校
に

あ
た
り
学
校
の
跡
地
活
用
、
学
校
史
編
纂
部
会
で
は

地
域
・
来
原
小
学
校
の
情
報
収
集
・
学
校
史
の
作
成
等

で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。　

　

令
和
二
年
四
月
に
、来
原
小
学
校
・
船
佐
小
学
校
の

二
校
統
合
が
決
定
し
、
二
校
合
わ
せ
て
約
百
名
の
児

童
で
高
宮
小
学
校
と
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
統
合
準
備
委
員
会
で
は
校
章
デ
ザ
イ
ン
の

公
募
、
校
歌
の
作
詞
作
曲
の
依
頼
、
制
服
関
係
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
、
学
校
の
跡
地
活
用
、
閉
校
に
あ
た
り

式
典
関
係
、通
学
関
係
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の

協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
・
保
護
者
の
皆
様
の
ご
意
見
は
、来
原
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
・
来
原
保
育
園
保
護
者
会
・
来
原

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
、
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
う
え
で

統
合
準
備
委
員
に
お
伝
え
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

来
原
地
域
と
し
て
子
ど
も
達
に
よ
り
良
い
環
境
作

り
、
そ
し
て
地
域
作
り
を
考
え
て
い
け
る
よ
う
来
原

地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
の
ほ
ど
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
統
合
準
備
委
員
会
委
員
）

　来原小学校は船佐小学校との統合により2020（令和２）年３月末をもって閉校となります。
148年の歴史を持つ来原小学校が地域からなくなることは寂しいことではありますが、子供たち
がより良い教育環境のもとで切磋琢磨し、逞しく成長することに期待したいと思います。
　しかしながら、来原小学校の閉校にあたり今後取り組むべき地域課題等もあります。今年度、
来原コ連協としましては、次のことに取り組んでいきます。

　　（１）小学校と一体となって開催してきた「来原さんばい祭り」等の地域行事について、
　　　　 小学校閉校後の開催手法等のあり方を再検討します。
　　（２）小学校閉校後の小学校の校舎やグラウンド等の施設活用について検討します。
　　（３）小学校閉校にあたり、地域が主体となって「閉校記念事業」を実施します。

　（１）（２）につきましては、広く地域の皆様のご意見等をお聴きするため、アンケート調査を実
施しますので、ご協力いただきますようお願いいたします。
　（３）につきましては、今後実行委員会を組織し進めていきます。この前段として７月３日（水）、
秋國満会長が発起人となり「来原小学校閉校記念事業実行委員会設立準備会」を開催しました。

来原小学校閉校にあたってのコ連協の取り組み

　懇談会は、行政課題の解決や政策提案につなげることを目的に開催しています。
　昨年のグループ別意見交換では、838件の貴重なご意見・ご要望をいただきました。
　今回も、参加者の全員から多くのご意見をお聞かせいただきたいので、意見交換はグ
ループに分かれて行います。

　詳しくは、議会事務局（電話・お太助フォン42‐5621）へお問い合わせください。

●日時・会場　8月5日（月）　19時～（閉会：21時予定）　高宮支所　　
●第１部　昨年度地域懇談会以降の取り組みの報告
●第２部　公共交通のあり方について／行政財産の有効活用について／子育て支援について
　　　　　高齢者･障害者等福祉について／営農について／道路整備・維持管理について
　　　　　（第２部終了後、『市議会や市政全般などテーマ以外のご意見・ご要望』をお聞きする時間を設けます。）

安芸高田市議会 地域懇談会開催のご案内

皆さんのお声を
お聞かせ
ください！

参　加
申込み
不要！
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■福祉バザーの売り上げ金額は、44,284円でした。
　皆様のご協力に感謝いたします。


